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はじめに

歯学部に入学 した学生 に対 し て ｢ 歯学+ と は何かを

知 っ て もらうため の ア -

リ
ー

エ ク ス ポ ー ジ ャ ー

の
一 つ

と して ｢ 歯学概論+ を開設すると ともに ､ 他学部学生

に対 して も､ 自分 の最も身近で重要な役割を果た して

い る ロ に つ い て 理解 して もらう こと と した ｡

講義の内容

｢科月 の概要+

こ の 講義は歯学部の基礎 ･ 臨床双方の教官が交替で ､

毎週 1 回担当するとい う形式をと っ た の で ､ そ こ から

生 じた効果及び問題点に つ い てま とめた｡

口 は食物摂取の他に ､ 発語にも関与する と 卜の 身体

の 中で重要な器官の 一

つ で ある｡ 口 は唇 ･ 頼 ･ 舌 など

の 軟組織､ 歯や顎骨などの硬組織､ 唾液腺などで構成

されて い るが ､ 口 の 中で も っ とも特徴的な点は ､ 歯 の

存在で あるとい え る｡ ロ の 中 で歯はどの ような働きを

担 っ て い る の で あろうか ? 周囲の軟組織や骨とは どの

ような関連を持ち､ い かなる メ カ ニ ズ ム で い ろ い ろな

機能を果た し､ ま た は助けて い る の で あろうか ? 口 や

歯に異常が生じた場合には ､ どうな る の で あろうか ?

普段あまり気に して い な い 身体の 巧妙なメ カ ニ ズ ム

の 不思議に つ い て考える｡

｢ 授業計画+

歯学の 歴史

歯の痛みと噛み ごたえ

噛む ことと味わう こと

唾液の分泌と蛋白質の 細胞内輸送

医学生物学の ため の情報収集管理論

ヒ 卜と細菌

生体内情報伝達の 基礎と薬物の作用

歯科材料の現在と未来

疾病予防の考え方

う蝕及びそ の継発疾患と治療法

歯周 病の 成り立 ちと免疫応答

口 の 中の 炎症と痛

手術に よる顎 口腔の 形態と機能の 回復

言語病理学概論

機能と形態- 阻噂と歯の 形態-

顎の 機能障害- 顎関節症-

第 3 の歯､ 歯科イ ン プ ラ ン ト

環競の変化と歯並びの 異常
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小児の 口腔 の 発達

顎顔面の 画像診断

痛み の病気と治療

口 の 働き ･ 歯 の 役割

野田 忠

伊藤寿介

染矢源治

花田晃治

｢成績評価の方法+

各テ ー

マ に対する レ ポ ー トに より評価する｡

授業の方針

ヒ トが生きて 行く上 で重要な役割を果たす ｢ 口 ･ 口

腔+ に つ い て ､ 形態的､ 機能的に ､ 総合的に理解 し て

もらうように心がけた ｡ 自分 では とかく見落と して い

る ロ に つ い て ､ 視覚素材 ､ 特 に ス ライ ドを多く使用す

る講義と した ｡ 加 え て ､ 口 腔 の 機能を多角的に ､ 動き

を伴 っ て 理解して もらうた めに ､ 視覚素材､ 特に ビデ

オも多用 した ｡ そ の 効能に つ い て は次に述 べ る｡

学生の 反応

授業改善のため の ア ソ ケ - ト ( 学生による授業評価)

から学生の 反応を見て み る｡

｢ 受講学生の分布+

歯学概論Ⅰに つ い て ､ 所属学部の 多い 順に挙げると､

歯学部4 6 人 ､ 教育学部 ･ 理学部各14 人 ､ 法学部 8 人 ､

工学部 6 人 ､ 農学部 3 人､ 経済学部 1 人 で あ っ た ｡ 歯

学概論ⅠⅠに つ い て は ､ 歯学部48 人､ 教育学部19 人 ､ 法

学部17 人 ､ 経済学部10 人､ 農学部 8 人 ､ 理学部 ･ 工学

部各4 人 で あ っ た ｡ い ずれ の場合にも歯学部を主と し

て ､ 他学部も対象として 開講 した の で ､ 歯学部の学生

が多く な っ て い る｡

｢ 講義につ いてのア ンケ ー

ト結果+

選択 した理 由 : 講義概要を見て 内容に興味を持 っ た も

の ､ 指定されて い た もの が ､ それぞれ40 % 以 上 である

が ､ 簡単に単位が取れそ うだ っ た もの が1 0 % 強 い た ｡

単位が取れそうとい う動機をより積極的な方向に向け

る努力が必要で あろう｡

難易度 : わかりやすか っ た もの ､ かなりわかりやすか っ

た もの が9 0 % で ある ｡ 歯学とい う特殊な分野で はある

が 理解はか なりされた ようで ある｡

わ か りにく い 点 : 理 由と して 基礎知識の 不足を挙げて

い るものが多いが ､ こ の科目と して はやむを得ない し､

そ れだけに開講に意義があろう｡

得られた点 : 内容に関 して 関心が深ま っ たも の が ､ 9 0

% に到達 しており ､ 効果があ っ た もの と思われ る ｡

出席回数 : ほ ぼ全回出席 したものが 2/3 お り､ か な り

興味を持 っ て もらえた と思う ｡

欠席 したとき､ 理解 できなか っ た とき : 特に なにもし

な か っ た もの が ､ 2/3 を 超 え て おり ､ ガ イ ダ ソ ス をは

じめと した対応の 必要性を感 じる｡

主題 ･

テ
ー

マ ､ 内容
･

説明､ 概念
･

理論 : 肯定 して い

るも の が7 0 -

8 0 % で あ る｡

シ ラ バ ス : 必ず しもシ ラ バ ス の通 りに進ん で い るとは

い え ない ようで ある ｡ シ ラ バ ス 作成時に十分な配慮が

必要で ある ことと ､ シ ラ バ ス に沿 っ た準備を行う こと

の 必要性が指摘されて い る｡

黒板 の使 い 方､ 板書 の文字 : 肯定的な答えが少な い ｡

視覚素材 : 肯定的な意見が多い ｡

ア ン ケ ー ト用紙 の裏面に自由に意見を書い て い るも

の を見ると ､ 板書が少ない という指摘が ある ｡ 講義形

態と して は ､ 板書 し､ そ れらをノ
ー トに取らせ る こと

によ っ て繰り返 しの復習が できるとい う意見がある 一

方 で ､ 黒板に字を書き ､ そ れ らを書き写すだけ で はな

しに ､ 視覚素材をふん だんに使い ､ それを見ながら十

分に理解 した上 で自分の ノ ー トを創 るほうがよい とい

う意見が ある｡ 教育工学 ､ 教育効果の 上 で は ､ それぞ

れに メ リ ッ ト､ デ メ リ ッ トが あるが ､ 少なくとも歯学

部の講義におい て は､ 理論 ･ 概念よりは立体構造を し

た ヒ ト ･ 口 の形態 , 機能を総合的に理解させ るには ､

視覚素材を多く利用 した方が よ い と考えられ て㌧､ る｡

問題提起型の講義をするために は ､ 板書 した もの を写

すだ けで なく ､ 視覚か らは い っ た もの を､
一

度自分な

りに反翁､ 理解す ることは必要なこ とと考える｡

ス ラ イ ドを映写する際に暗幕を使用する と､ 特 に夏

期には講義室の室温が上昇する ｡ 学生が講義を快適に

聴き､ 講義の 能率を高め るために空調設備の 整備が望

まれる｡
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